
通
信
教
育
の
名
称

実
施
者
の
名
称

代
表
者

事
務
所
の
所
在
地

文
章
上
達
講
座

学
校
法
人
川
口
学
園

川
口

晃
玉

東
京
都
豊
島
区
高
田
三
丁
目
十
一
番
十
七
号

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級

通
信
課
程

学
校
法
人
た
ち
ば
な

学
園
名
古
屋
福
祉
保

育
柔
整
専
門
学
校

中
島

範

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
六
番

四
号

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

通
信
課
程

平成™™年Ÿ月˜�日 火曜日 第œš��号官 報
住
所
埼
玉
県
深
谷
市
田
中
2
2
8
0番
地
１

呂
士
林
平
成
元
年
1
1月
５
日
生

住
所
埼
玉
県
草
加
市
谷
塚
町
4
9番
地
３

高
琳
琳
昭
和
5
7年
４
月
２
日
生

住
所
横
浜
市
西
区
平
沼
１
丁
目
４
番
2
4
`
9
0
7号

劉
麗
娥
昭
和
5
4年
２
月
2
8日
生

住
所
川
崎
市
幸
区
小
倉
1
6
3
0番
地

葉
嬌
月
昭
和
5
1年
８
月
1
9日
生

住
所
相
模
原
市
中
央
区
上
溝
2
4
2
1番
地
１

ジ
ャ
ウ
ェ
ド
・
イ
ク
バ
ル
・
シ
ャ
ヒ
ッ
ド
昭
和
3
7年

４
月
1
8日
生

住
所
大
阪
市
中
央
区
徳
井
町
２
丁
目
４
番
３
号

ã
珠
惠
昭
和
4
2年
３
月
３
日
生

住
所
大
阪
市
阿
倍
野
区
桃
ヶ
池
町
１
丁
目
２
番
1
6号

ã
智
子
昭
和
3
7年
１
月
2
4日
生

住
所
大
阪
市
天
王
寺
区
逢
阪
１
丁
目
３
番
2
6号

申
秀
眞
昭
和
5
2年
８
月
1
3日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
西
大
井
６
丁
目
１
番
1
7号

ト
ラ
ン
・
テ
ィ
・
ゴ
ッ
ク
・
ロ
ア
ン
昭
和
4
3年
３
月

４
日
生

チ
ェ
ム
・
ト
ゥ
・
ウ
ェ
ン
平
成
７
年
1
0月
６
日
生

チ
ェ
ム
・
ト
ゥ
・
グ
ア
ン
平
成
９
年
４
月
３
日
生

チ
ェ
ム
・
ト
ゥ
・
ゴ
ッ
ク
平
成
1
2年
４
月
2
1日
生

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
八
十
号

平
成
六
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た

「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三

号
）
の
附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
に
関
し
、
日
本
国

政
府
は
、
政
府
調
達
に
関
す
る
委
員
会
に
対
し
、
同
協
定

第
二
十
四
条
６
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
修
正
を
行

う
旨
の
通
報
を
行
い
、
同
修
正
は
、
同
条
６
の
規
定
に
従

い
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
二
年
七
月
二
日
付
け
世
界
貿
易
機
関
事
務

局
長
確
認
書
）

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日外

務
大
臣

岡
田

克
也

附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
の
産
品
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
機
関
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
２
Ｂ
群
中
、「
日
本
年
金
機

構
」
を
加
え
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
八
十
二
号

ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
政
府
は
、
次
の
条
約
及
び
議
定
書
を

廃
棄
す
る
旨
を
平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
に
ベ
ル
ギ
ー

王
国
政
府
に
通
告
し
た
。

一

明
治
二
十
三
年
七
月
五
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
署
名

さ
れ
た
「
関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際
連
合
の
設
立
に

関
す
る
条
約
」

二

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で

作
成
さ
れ
た
「
千
八
百
九
十
年
七
月
五
日
ブ
ラ
ッ
セ
ル

で
署
名
さ
れ
た
関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際
連
合
の
設

立
に
関
す
る
条
約
、
関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際
事
務

局
を
設
立
す
る
条
約
の
実
施
規
則
及
び
署
名
調
書
を
修

正
す
る
議
定
書
」

よ
っ
て
、
こ
の
廃
棄
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
に

ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

（
平
成
二
十
二
年
七
月
八
日
付
け
在
本
邦
ベ
ル
ギ
ー
王

国
大
使
館
口
上
書
）

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日外

務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
七
十
八
号

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
に
エ
ル
サ
レ
ム
で
、
科

学
技
術
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
イ
ス
ラ

エ
ル
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
有
効
期
間
の
延
長
に
関
す

る
次
の
書
簡
の
交
換
が
イ
ス
ラ
エ
ル
国
政
府
と
の
間
に
行

わ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日外

務
大
臣

岡
田

克
也

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
千
九
百

九
十
四
年
十
二
月
十
二
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
、
二
千
五

年
八
月
三
日
に
延
長
さ
れ
た
科
学
技
術
に
お
け
る
協
力
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
イ
ス
ラ
エ
ル
国
政
府
と
の
間
の
協

定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）に
言
及
す
る
光
栄
を
有
し

ま
す
。
本
使
は
、
更
に
、
両
国
政
府
の
代
表
者
の
間
で
最

近
到
達
し
た
次
の
了
解
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認

す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

協
定
は
、
二
千
十
年
八
月
三
日
か
ら
延
長
さ
れ
、
い
ず

れ
か
一
方
の
政
府
が
他
方
の
政
府
に
対
し
協
定
を
終
了
さ

せ
る
意
思
を
六
箇
月
前
に
書
面
に
よ
り
通
告
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
終
了
さ
せ
な
い
限
り
無
期
限
に
効
力
を
存
続
す

る
。本

使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
イ
ス

ラ
エ
ル
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が

両
国
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
合
意

が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
年
七
月
二
十
九
日
に
エ
ル
サ
レ
ム
で

イ
ス
ラ
エ
ル
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

竹
内
春
久

イ
ス
ラ
エ
ル
国

副
首
相
兼
外
務
大
臣

ア
ヴ
ィ
グ
ド
ー
ル
・
リ
ー
ベ
ル
マ
ン
閣
下

（
イ
ス
ラ
エ
ル
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日

付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
更
に
、
前
記
の
了
解
を
イ
ス
ラ
エ
ル
国
政

府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び

こ
の
返
簡
が
両
国
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず

る
も
の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣

下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
年
七
月
二
十
九
日
に
エ
ル
サ
レ
ム
で

イ
ス
ラ
エ
ル
国

副
首
相
兼
外
務
大
臣

ア
ヴ
ィ
グ
ド
ー
ル
・
リ
ー
ベ
ル
マ
ン

イ
ス
ラ
エ
ル
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

竹
内
春
久
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
に
ア
ビ
ジ
ャ
ン
で
、
気
候
変

動
に
よ
る
自
然
災
害
対
処
能
力
向
上
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災

害
対
処
能
力
向
上
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
八
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

岡
村
善
文
在
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
大
使

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
側

ジ
ャ
ン＝

マ
リ
ー
・
カ
ク
・

ジ
ェ
ル
ベ
外
務
・
ア
フ
リ
カ

統
合
大
臣

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日外

務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
八
十
一
号

平
成
六
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た

「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三

号
）
の
附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
に
関
し
、
日
本
国

政
府
は
、
政
府
調
達
に
関
す
る
委
員
会
に
対
し
、
同
協
定

第
二
十
四
条
６
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
修
正
を
行

う
旨
の
通
報
を
行
い
、
同
修
正
は
、
同
条
６
の
規
定
に
従

い
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日
付
け
世
界
貿
易
機
関

事
務
局
長
確
認
書
）

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日外

務
大
臣

岡
田

克
也

附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
の
産
品
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
機
関
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
２
Ｂ
群
中
、「
独
立
行
政
法
人

産
業
安
全
研
究
所
」
及
び
「
独
立
行
政
法
人
産
業
医
学
総

合
研
究
所
」
を
削
り
、「
独
立
行
政
法
人
労
働
安
全
衛
生
総

合
研
究
所
」
を
加
え
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
八
号

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
通
信
教
育
の
廃
止

を
平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
付
け
で
許
可
し
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

š
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